
未分化ヒトES細胞・ヒトiPS細胞除去試薬

rBC2LCN-PE23
rBC2LCNは国立研究開発法人産業技術総合研究所との共同開発品です。

rBC2LCN（AiLecS1）は未分化ヒトES細胞･ヒトiPS細胞の細胞表面に存在する糖鎖に非
常に⾼い特異性を持っており、ヒトES細胞･ヒトiPS細胞の未分化マーカーとして使用できます。
rBC2LCN-PE23は、緑膿菌由来外毒素の触媒ドメイン（PE23）をrBC2LCNのC末端部分

に融合させた組換えタンパク質です。rBC2LCN-PE23は、細胞内に取り込まれ細胞死を引き起こ
すことで、ヒトES細胞・ヒトiPS細胞を除去します。

分化誘導時に残存する未分化ヒトES細胞・ヒトiPS
細胞を選択的に除去可能

細胞分散せず、培養液にそのまま添加するのみで使
用可能

ヒトiPS細胞201B7株の培養液に終濃度10μg/mlとなるようにrBC2LCN-PE23を添加した。その後培地交換せずに48時間培養を
続けると、rBC2LCN-PE23を添加した培養液ではヒトiPS細胞の細胞死が誘導されコロニーが浮遊し、培地交換により除去された。
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1. ヒトES細胞・ヒトiPS細胞から分化誘導した細胞を準備する。
2. 培養液に終濃度 10μg/ml となるように rBC2LCN-PE23 を添加する（濃度はラベルに記載されています）。
3. 37℃、5% CO2下でインキュベートする（細胞を観察し、残存する未分化細胞が除去される時間を設定してください）。
4. 分化誘導した細胞に適した培地で培養を継続する。

使用方法

使用例
ヒトiPS細胞201B7株の培養液に終濃度10μg/mlとなる
ように rBC2LCN-PE23を添加し、48時間後の生細胞数
を下に示す。rBC2LCN-PE23を添加すると生細胞はほぼ
認められなかった（0μg/ml rBC2LCN-PE23のときの生
細胞数を1とした）。
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正常ヒト皮膚線維芽細胞（NHDF）の培養液に終濃度5, 
10, 20, 30, 50μg/mlとなるようにｒBC2LCN-PE23を添加
し、48時間後の細胞数を下に示す。rBC2LCN-PE23を添加し
ても死細胞はほぼ認められなかった（0μg/ml rBC2LCN-
PE23のときの生細胞数を1とした）。

Re
la

tiv
e 

Ce
ll 

Nu
m

be
r 

1

0.004
0

0.5

1

1.5

0 10

1 1.00 0.99

1.05 1.11 1.05

0

0.5

1

1.5

0 5 10 20 30 50

rBC2LCN-PE23（μg/ml）

参考文献
• Tateno, H., Onuma, Y., Ito Y, Minoshima, F., Saito, S., Shimizu, M., Aiki, Y., Asashima, M. and 

Hirabayashi.:Stem Cell Reports., 4, 811, (2015).
• Masuda, S., Miyagawa, S., Fukushima, S., Sougawa, N., Okimoto, K., Tada, C., Saito, A. and 

Sawa, Y.: Protein Cell, 6, 469 (2015)

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格（円）

180-03231

186-03233
rBC2LCN-PE23 細胞培養用

100µl

100µl×5
30,000

120,000

※融解後は2〜10℃で保存し、4週間以内に使用してください。4週間以内に使用しない場合、小分けして-20℃で保存してください。


